
令和４年度公益財団法人砺波市花と緑と文化の財団事業報告書 

砺波市及びその他の公共団体が設置する文化施設及び生涯学習施設、花と緑に関する施設並びに

散居村に関する施設等で、文化、芸術及び花と緑の振興により、市民の芸術文化活動、生涯学習活

動及び花や緑を愛し守り育てていく活動とともに、散居景観の紹介、保全及び創造並びに農村文化

及び伝統文化を継承し、周辺地域を含む自然、人文及び社会の諸事象についての総合的研究を支援

し、もって市民の教養と文化を高め、緑豊かな環境づくりと心豊かなまちづくりの推進及び地域社

会の健全な発展に寄与するため、令和４年度事業計画に基づき次のとおり実施した。 

１ 公益目的事業１ 
（１）砺波市文化会館事業

参加協働型事業、普及・鑑賞型事業、共催事業、市民文化交流事業及び広報事業を以下のと

おり実施した。 

①参加協動型事業

公 演 名 期 日 内 容 備 考 

吹奏楽振興事業 

マーチング講座及

びチューリップパ

レード 

中止 
新型コロナウイルス感染症の感染予

防のため中止。 

合唱振興事業 

「となみのジュニ

ア合唱団」の育成 

７／２４(日) 

～１２／２５(日) 

「となみのジュニア合唱団」団員を

砺波市内の小・中学生を対象に公募

し、１２回のワークショップと、最

終日には、練習の成果を発表するコ

ンサートを開催した。

開催回数 

１３回 

団員数 

１１人 

オリジナルミュー

ジカル「ちいさな

ちいさなお星さ

ま」 

３／４(土) 

５(日) 

となみミュージカルキッズを応援

する会と砺波市文化会館が協働し

てオリジナルミュージカルを開催

した。昨年より観客数も増え、大盛

況であった。 

大ホール 

公演回数 

２回 

入場者数 

１，３９３人 

②普及・鑑賞型事業

事 業 名 期 日 内 容 備 考 

スキマスイッチ

TOUR 2022

“café au lait”

６／２３(木) 

スキマスイッチの全国ツアー砺波公

演を開催した。初の砺波公演のチケ

ットは完売し、歓声を出せない中で

も大きな盛り上がりを見せた。 

大ホール 

入場者数 

１，０７３人 

富山県公立文化ホ

ールネットワーク

公演事業「ホール

シネマ イン トヤ

マ」 

８／２０(土) 

 ２１(日) 

子ども向け作品として「ハリー・ポ

ッターと賢者の石」、ネットワーク公

演事業として、富山県がロケ地の「幌

馬車は行く」を上映した。 

大ホール 

入場者数 

１６３人 
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③共催事業

事 業 名 期 日 内 容 備 考 

チューリップフェアス

ペシャルイベント 

５／１(日)① 

５(木･祝)② 

第７０回フェアで中止となった

スペシャルイベントの大ホール

公演を開催した。入場整理券の

申込みには指定席数をはるかに

超える応募があった。
①｢はじめしゃちょーステージショー｣

②｢大阪桐蔭高等学校吹奏楽部特別演

奏会｣

大ホール 

入場者数 

①１，００２人 

②１，０９５人 

ゴスペラーズ坂ツアー

2022 

“まだまだいくよ” 

５／２１(土) 

ゴスペラーズの全国ツアー砺波

公演を開催した。2020 年 3 月の

開催予定から、延期、中止を経て

のリベンジ公演で、チケットは完

売した。主催はグラシアスと北日

本放送。 

大ホール 

入場者数 

１，０８０人 

北日本民謡舞踊砺波大

会 
７／３(日) 

北日本新聞社等の主催による、民

謡のど自慢コンクール地区大会

を開催した。新型コロナの影響の

ため、２年の延期を経ての開催と

なった。 

大ホール 

出場者  ６２人 

ＮＨＫ全国学校音楽コ

ンクール富山県コンク

ール 

８／９(火) 

１０(水) 

ＮＨＫ主催による、小・中・高校

の児童・生徒を対象とした合唱の

地区コンクールを開催した。 

大ホール 

参加 小学校３校 

中学校７校 

高等学校５校 

富山県民芸術文化祭 
９／１７(土) 

～１９(月･祝) 

富山県等が主催する、県内の芸術

文化団体が参画する文化の祭典

を開催した。新型コロナの影響に

より令和３年度から延期されて

の開催となった。 

ＮＨＫ公開収録 

民謡魂 

ふるさとの唄 

１／１５(日) 

ＮＨＫ富山放送局と共催で公開

収録を行った。司会は城島茂で、

プロの出演のほか、砺波市民謡民

舞協会や南砺平高校郷土芸能部

等地元の出演もあり、事前抽選に

より当選した観客が、民謡と踊り

を堪能した。 

大ホール 

入場者数 

９９０人 
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④市民文化交流事業 

事 業 名 期 日 内 容 備 考 

砺波市文化協会・

安城文化協会交流

事業 

６／３(金) 

俳句合同吟行会 

安城市から来砺され、砺波市文化協

会会員とともに、チューリップ公園

内を散策しながら作句し、優秀作品

の表彰を行うなど交流を行った。 

参加者数 

安城文化協会  

２１人 

砺波市文化協会 

３１人 

１２月 
文芸誌の交換を行った。 

『散居の里』と『明治川』各３０冊 
 

サマーフェスティ

バル in 砺波チュ

ーリップ公園「ふ

るさと盆踊り」 

中止 
新型コロナウイルス感染症の拡大影

響を考慮し中止。 
 

チューリップ公園

KIRAKIRA ミッシ

ョン 2022 

１２／１(木) 

～２５(日) 

文化会館の前に光のディスプレイを

設置し、来館者及び来園者を楽しま

せた。 

公園来場者数  

４９，０００人 

 

⑤広報事業 

部 門 名 期 日 内 容 備 考 

広報となみ 毎月 自主事業ＰＲ、催物案内等を掲載。 １２回 

メディア広報 

（ＫＮＢ） 
毎月第１月曜 

ＫＮＢでるラジ(電話出演４分）にて催
物紹介。 

１２回 

メディア広報 
（エフエムとなみ） 

隔週木曜、金曜 
スクランブルとなみ(収録１０分)にて
催物紹介。 

２４回収録 

４８回放送 

インターネット

広報 
随時 

ホームページ、ツイッター、インスタグ
ラムにて、自主事業ＰＲ等の情報発信を
実施。 

 

ホールメイト 随時 

会員（年会費 1,000円）を募集し、隔月

で催事情報の送付、主催事業５％割引、

先行販売等を実施。 

加入者 

 ９８人 

 

3



（２）砺波市文化会館施設管理運営事業

① 施設利用状況

区  分 

利 用 日 数 利 用 者 数 

４年度 ３年度 
利用対比 

R4/ R3 
４年度 ３年度 

利用対比 

R4/ R3 

大 ホ － ル 

公益目的 

利用日数 
176日 163 日 108.0％ 

人 
48,339  

人 
32,793 

％ 
147.4 

収益目的 

利用日数 
27日 7日 385.7％ 

利用日数 

合 計 
203日 170 日 119.4％ 

利用率％ 67.9％ 57.0％ ― 

そ の 他 

( ４ 部 屋 ) 

公益目的 

利用日数 
846日 740 日 114.3％ 

人 
13,095  

人 
8,814 

％ 
148.6 

収益目的 

利用日数 
70日 52日 134.6％ 

利用日数 

合 計 
916日 792 日 115.7％ 

利用率％ 68.2％ 64.7％ ― 

合 計 利用日数 1,119日 962 日 116.3％ 
人 

61,434  

人 
41,607 

％ 
147.7 

※利用日数と各施設面積の積数による。

② 建築・設備機器の管理に万全を期すため、舞台機構、空調設備等の保守点検を実施、施設

利用者の安全で快適な利用環境確保に努めた。

項 目 公益目的事業 収益目的事業 備 考 

令和４年度 0.874 0.126 

令和３年度 0.850 0.150 
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（３）砺波市美術館事業 

企画展事業、常設展事業、芸術文化活動支援事業、教育普及事業及び広報事業を実施した。 

①企画展事業

名 称 会 期 
（開催日数、休館日除く） 

内 容 
入場者数

（人） 

チューリップフェア特別展

写真展「138億光年宇宙の旅」

４／９（土） 
 ～ 
６／８ (水) 

（５５日間） 

創立から６０年余り、宇宙開発や天体

観測に偉大な功績を残してきたアメリ

カ航空宇宙局（NASA）の観測衛星や惑

星探査機、宇宙望遠鏡等が捉えた美し

く驚異的な天体写真を紹介した。
（企画展示室、常設展示室２、３） 

４６,１２４ 

トリエンナーレ

となみ野美術展 2022

６／１８（土） 
 ～ 
７／３１（日） 

（４１日間）

砺波市、南砺市、小矢部市に在住する

作家による美術展。日本画、洋画、  

彫刻、工芸、書、写真の６部門から   

１３１名が出品。となみ野美術大賞は、

日本画部門・小野美恵子「ガーデン  

ハウスの猫」が受賞した。
（全館展示） 

２,８９５ 

夏の子ども美術大会 

８／１１（木・祝） 

 ～ 

８／２８（日） 
（１８日間） 

前半は、子どもたちを対象としたワー

クショップを行った。

後半は、前半のワークショップで創作

した作品と、「子どもの造形アトリエ」

で制作した作品の展示を行った。

（企画展示室） 

１,２６２ 

齋 正機の世界展 

９／１０（土） 

 ～ 
１０／３０（日） 

（４７日間） 

日本の風景や日常の何気ない情景を明

るく柔らかい作風で描く日本画家・齋 

正機（１９６６〜、福島県出身）の世

界を６９点で紹介した。 

（企画展示室） 

２,３７０ 

至高の精神展総集編

Part.４ 

１／１４（土） 

 ～ 
２／２３（木・祝） 

（３８日間） 

至高の精神展第１６回から第２０回に

登場した、尾﨑真理、高島圭史、野村

瑞穂、横山丈樹、川原和美の作品を紹

介した。 

（企画展示室） 

９３９ 
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② 常設展事業

名 称 会 期 
（開催日数、休館日除く）

内 容 
入場者数

（人） 

常設展 １６３日間 

収蔵品の展示をテーマごとに、常設展示室３室で

順次公開した。 

常設１ 工芸の秀作 館蔵品（８/６-８/２８） 

特集「源氏物語絵巻手鑑」（９/３-１０/３０） 

工芸の秀作 館蔵品（１１/１２-１２/２５） 

工芸の秀作 館蔵品（１２/２７-２/２３） 

工芸の秀作 館蔵品（３/４-３/３１） 

常設２「下保 昭展」（８/６-９/６） 

「髙道 宏展」（９/１０-１０/３０） 

「版画の世界展」（１２/１０-１/２２） 

「山田 和展」（１/２４-２/２３） 

「紫藤 孝展」（３/４-３/３１） 

常設３「森村泰昌展」（８/６-９/６） 

「林 清納展」（９/１０-１０/３０） 

「加賀谷 武展」（１２/１０-１/２２） 

「関根 勢之助展」（１/２４-２/２３） 

「藤井 宏展」（３/４-３/３１） 

４,６７４ 

③ 芸術文化活動支援事業

名 称 会 期 
（開催日数、休館日除く） 

内 容 
入場者数
（人） 

第１８回砺波市美術展 

１１／１２(土) 
～ 

１２／ ４(日) 
（２２日間） 

砺波市在住・在勤・在学者を対象とした公募
展。日本画１６点、洋画２６点、彫刻６点、
工芸１４点、書３５点、写真 ２３点の６ 部
門合計１２０点を展覧した。 

（企画展示室、常設展示室２、３） 

２，４４４ 

第１９回 
砺波市美術協会会員展 

３／４(土) 

 ～ 
３／２６(日) 
（２２日間） 

砺波市美術協会の会員展。 
日本画１５点、洋画１８点、彫刻６点、工芸
１５点、書２５点、写真９点の６部門８８点
の作品を展示した。 

(企画展示室、市民ギャラリー) 

１，７７２ 
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④ 教育普及事業

名 称 日 数 内 容 
入場者数
（人） 

子どもの造形アトリエ ４３日 
新型コロナウイルス感染症予防対策を徹底し
6 月から保育所・認定子ども園・幼稚園の年
長及び小学校 1、2年生を対象に実施した。 

１,１１４ 

講演会・ワークショップ ２４日 

企画展に併せた講演会やギャラリートーク
を実施し、親子で楽しめる小規模なワークシ
ョップを新型コロナウイルス対策を十分に行
い開催した。 

７６４ 

調査研究 年 間 

美術情報の収集、調査、研究、次年度の企画展

の調査と準備を行った。 
常設展示室では、昨年から美術作品の解説パネ
ルを作成し充実を図っている。 

― 

⑤ 広報事業

広 報 年 間 

ポスターやチラシの配布、毎月発行の市広
報、エフエムとなみ、ケーブルテレビ、美
術館ホームページ、インターネットなどで
情報発信を行った。また、新聞広告での告
知や共催放送局では告知ＣＭの放送を行っ
た。各展覧会の会期前や会期中には、ツイ
ッター等を活用し、即時性のある情報発信
を行っている。 

― 

⑥ 砺波市美術振興事業資金を管理し、運用利益を市展の奨励に充て美術の振興に努めた。

⑦ となみ芸術文化友の会の活動を支援し、共同で公開コンサートなどの事業を開催した。

⑧ 建築・設備機器及び収蔵作品の管理に万全を期すため、空調設備の保守点検のほか清掃委

託等を実施し、施設利用者の安全で快適な利用環境の確保に努めた。

⑨ 事業利用状況

区 分 

利用日数 利用者数 

４年度 ３年度 
利用対比 

R4/R3 
４年度 ３年度 

利用対比 

R4/R3 

企 画 展 示 室 
日 日 ％ 人 人 ％ 

243 235 103.4 57,806 22,686 254.8 

常 設 展 示 室 163 210 77.6 4,674 39,960 11.7 

市 民 ギ ャ ラ リ ー 

(自主事業単独使用) 
1 30 3.3 32 637 5.0 

市 民 ア ト リ エ 

(自主事業単独使用) 
59 56 105.4 1,608 1,384 116.2 

計 64,120 64,667 99.15 

＊常設展示室･市民ギャラリーの日数・入場者人数の中にチューリップフェア期間中の数は含んでおりません。 
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（４）砺波市美術館管理運営事業

① 施設貸与利用状況

区 分 

利用日数 利用者数 

４年度 ３年度 
利用対比 

R4/R3 
４年度 ３年度 

利用対比 

R4/R3 

市 民 ギ ャ ラ リ ー 
日 日 ％ 人 人 ％ 

73 47 155.3 3,346 2,538 131.8 

市 民 ア ト リ エ 112 98 114.3 1,594 1,472 108.3 

計 4,940 4,010 123.2 

（５）松村外次郎記念庄川美術館

企画展事業、芸術文化活動支援事業、教育普及事業、常設展事業及び広報事業を以下のとお

り実施した。 

① 企画展事業

名 称 
会 期 

（日数） 
内 容 

入場者数

（人） 

齋藤清策と策の会 

４／２(土) 
 ～ 
５／８(日) 

(３４日間） 

郷土作家・齋藤清策の画業と、清策没

後に師の一字を充て結成した「策の会」

に所属した日本画家７名の作品 ３０

点を展示した。 

９６９ 

第 21 回 

砺波市書道連盟展 

５／２１(土) 
 ～ 
５／２９(日) 

(８日間) 

砺波市書道連盟会員の書３５点を展示

した。 
２６０ 

洋画 Sparkling! 

-2022in庄川最終展-

６／１１(土) 
 ～ 
７／１０(日) 

(２６日間) 

豊かな想像力を発揮している県内在住

の洋画家７３名の新作や近作を集めて

展示した。 

１,０５８ 

かがやき☆はんが 

-2022in庄川最終展-

８／２７（土) 
 ～ 
９／２５ (日) 

(２６日間) 

多種多様な版画技法で活動を続けてい

る県内在住の版画家５８名の近作や新

作６６点を展示した。 

６８０ 

オマージュ・熊谷守一展 

１０／８(土) 
  ～ 
１１／６(日) 
（２６日間） 

二科会から亡くなるまで親交をもった

熊谷守一と松村外次郎の交流の軌跡を

約７０点の作品と資料で紹介した。 

７５２ 

日本画 燦々 

-2022in庄川最終展-

１１／１９(土) 
 ～ 

１２／１８(日) 
(２６日間) 

個性豊かな絵画表現に努め、活動を続

けている県内在住の日本画家６１名の

近作や新作を展示した。 

７３２ 
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さよなら庄川美術館展 

２／１８(土) 
 ～ 
３／２１(火・祝) 

(２７日間) 

庄川美術館の活動を締めくくる最終展

として、庄川美術館のコレクションと

資料で振り返った。 

９３９ 

② 芸術文化活動支援事業

名 称 
会 期 

（日数） 
内 容 

入場者数

（人） 

水きらら・人・花 

最終展 

１／１４(土) 

 ～ 

２／５(日) 

（２０日間） 

令和４年度実技講座受講者作品並びに講

師の作品、計４４点を展示した。 
５０９ 

③ 教育普及事業

名 称 
会 期 

（日数） 
内 容 

入場者数

（人） 

第２９回 

中学生清流展 

７／１８(月・祝) 

 ～ 

８／１４(日) 

(２４日間) 

６月に庄川河畔を会場に行った砺波地

区中学生写生会の作品を審査し、入選

入賞作品１００点を展示した。 

６８５ 

実技講座 

6/25(土)､26(日) 

7/22(金)､23(土) 

8/6 (土)､7(日) 

9/24 (土)､25(日) 

11/26(土)､27(日) 

（10日間） 

「花を描く」「人物を描く」「人物像を

造る」「町並みを描く」「干支を彫る」

の５講座を実施した。 

５３ 

調査研究 年 間 

松村外次郎、藤森兼明らの作品研究、

企画展・常設展に関する出品作家の調

査を行った。 

④ 常設展事業

名 称 
会 期 

（日数） 
内 容 

入場者数

（人） 

常設展示 

４／１(金) 

 ～ 

３／３１(金) 

(３１４日間) 

収蔵美術品より松村外次郎の代表作を

１５点展示した。アプローチギャラリ

ーは展示入替を４回行った。 

７，１８５ 

⑤ 広報事業

広 報 年 間 

ポスター、チラシの配布や毎月発行の市広報、

エフエムとなみ、ケーブルテレビ、美術館ホ

ームページ、マスコミなどで情報発信した。 
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⑥ 施設利用状況

（６）庄川水資料館博物館事業

① 常設展示室において、「流木に生きた先人たち 流木と庄川」「川を治め、川を利す 庄川

を生きる」のテーマに沿い、流木作業に携わった流送夫の生活資料や、治水・利水・流送に関

する資料を展示した。また、松原遺跡（縄文時代）、小牧ダム関連資料も展示し、庄川の歴史を

分かりやすくさまざまな視点で学べる場を設けた。

② 通路壁面を利用したミニギャラリーにおいて、平井千香子展、大澤三月展といった現代画

家の展示、中学生清流展作品展等の美術館と連携した企画展を開催し、共通割引券をＰＲし資

料館、美術館双方の運用に努めた。

展 覧 会 名 
会 期 

（日数） 
内 容 

入場者数

（人） 

平井千香子展 

生きざま 

４／９(土) 

 ～ 

５／２２(日) 

（４０日間） 

上市町在住の日本画家の作品２６

点を会場空間を生かして展示した。 
５４５ 

平成の時代展 

６／４(土) 

 ～ 

７／３(日) 

（２６日間） 

平成時代を年表やブームとなった

資料の陳列により振り返った。 
３３８ 

中学生清流展作品展 

７／１８(月・祝) 

 ～ 

８／１４(日) 

（２８日間） 

庄川美術館の「中学生清流展」期間

に合わせ、平成２３年度入賞作８点

を展示した。 

３９４ 

砺波の民話展 

９／１０(土) 

 ～ 

１０／１０(月・祝) 

（２７日間） 

「身代わりになった鯉」「瓜わり清

水と金屋ねぎ」などの砺波に伝承す

る民話を紹介した。 

３３６ 

大澤 三月 刻の風 

１０／２２(土) 

  ～ 

１１／２３(水・祝) 

（２８日間） 

富山市在住の洋画家の大作１１点

を展示した。 
３２２ 

誇大妄想・EXPO2023 

岡部万博 

１２／３(土) 

  ～ 

３／２１(火・祝) 

（８９日間） 

砺波市在住の造形作家・岡部俊彦の

作品を展示した。 
８１９ 

項 目 

利 用 日 数 観 覧 者 数 

４年度 ３年度 
利用対比 

R4/R3 
４年度 ３年度 

利用対比 

R4/R3 

企画展 221日 198 日 111.6% 6,584 人 5,133 人 128.3% 

常設展 314日 287 日 109.4% 7,185 人 5,597 人 128.4% 

実技講座 10日 8日 125.0% 53人 23人 230.4% 

10



③ 施設利用状況

施 設 名 利  用  日  数 観  覧  者  数 

庄川水資料館 

４年度 ３年度 
利用対比 

R4/R3 
４年度 ３年度 

利用対比 

R4/R3 

314日 287日 109.4％ 3,033 人 3,733 人 81.2％ 

（７）庄川水資料館施設貸与事業

① 映像ホール利用状況

年 度 開 催  日  数 映像ホール貸与日数 

令和４年度 314 日 1日 

令和３年度 287 日 0日 

項 目 公益目的事業 収益目的事業 備 考 

令和４年度 0.997 0.003 

令和３年度 1.000 0.000 

※貸与日数と各施設面積の積数による。

（８）庄川生涯学習センター事業

① 施設の特色を生かし、日本の伝統芸能の公演や最近話題の映画を鑑賞する機会を提供した。 

公演名 期 日 内 容 
入場者数 

（人） 

庄川名画祭 

「ペット」 
８／６（土） 

地域の児童生徒に情操教育の支援

となる名作アニメを上映した。 ４０ 

開館３０周年記念事業 

庄川落語会 

「春風亭小朝独演会」 

９／１０（土） 

地域住民の方々に古典芸能、話芸

の楽しさに触れる機会を提供し

た。 
２２２ 

庄川名画祭 

「天地明察」 
１０／１５（土） 

豊かな生活環境づくりの一助とし

て、一般向けに名作時代劇を上映

した。 

１１８ 
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②広報事業

広 報 通 年 

ポスター、チラシの配布や毎月発行の市広報、

ホームページ、エフエムとなみ、民放放送等マ

スコミなどを通じて情報発信を行った。 

― 

（９）庄川生涯学習センター施設貸与事業

① 施設利用状況

※利用日数と各施設面積の積数による。

② 各設備等の保守点検修繕等を適時適切に実施し、利用者の安全で快適な環境確保に努めた。 

施
設
名

区  分 

利  用  日  数 利  用  者  数 

４年度 ３年度 
利用対比 

R4/ R3 
４年度 ３年度 

利用対比 

R4/ R3 

庄
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

多 目 的 

ホ ー ル

公益目的 
利用日数 77日 64日 120.3％ 

6,952 人 4,830 人 143.9％ 

収益目的 
利用日数 17日 11日 154.5％ 

利用日数 
合 計 94日 75日 125.3％ 

利 用 率 31％ 28％ － 

そ の 他 

（7部屋） 

公益目的 
利用日数 342日 242 日 141.3％ 

17,550 人 13,417 人 130.8％ 

収益目的 
利用日数 140日 123 日 113.8％ 

利用日数 
合 計 482日 365 日 132.1％ 

利 用 率 23％ 20％ － 

合 計 
利用日数 576日 440 日 130.9％ 

24,502 人 18,247 人 134.3％ 
利 用 率 24％ 21％ － 

項 目 公益目的事業 収益目的事業 備  考 

令和４年度 0.777 0.223 

令和３年度 0.768 0.232 
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２ 公益目的事業２ 

（１）第７１回砺波チューリップフェアについて

ア 総括

第７１回砺波チューリップフェアは、「花が彩る 星の数ほど愛と希望（ゆめ）」をテーマに 4

月 22 日（金）から 5月 5日（木・祝）までの 14日間にわたり開催いたしました。入場者数は目

標の 30 万人には届きませんでしたが、昨年から約 90％増の 28万 2千人と、コロナ禍前の水準近

くまで回復しました。また、来場者アンケートの結果では、北陸から約 55％の方が、東海方面か

ら約 18％の方が、そして、関東、関西方面からそれぞれ約 10％の来場者という結果が得られま

した。これは、これまでも続けてきた首都圏への情報発信に加え、コロナ禍の状況を考慮して北

陸３県など隣県への誘客に重点を置いて取り組んできた結果と考えております。チューリップの

開花状況につきましては、春先に温かい日が続いたことから、初日は 5 割の開花で始まり、7 日

目の 28 日に満開宣言を行いました。途中、暴風雨に見舞われ、多くの花壇が被害を受けました

が、後半は気温が低めに推移したことや会期中に花の入れ替え、プランターの追加等を行ったこ

とで最終日まで見頃が続きました。

  今回のフェアでは会場周辺の混雑解消を図るため、新たな試みとして、休日の総合病院駐車場

を常時無料駐車場として開放し無料シャトルバスを運行したほか、民間商業施設との相互誘客の

実証実験として、イオンモールとなみの駐車場を一部フェア駐車場として利用させてもらい、イ

オンモールとなみへも無料シャトルバスを運行したところ、予想を超える大勢の利用者があり、

店舗への誘客や混雑緩和に効果が見られたものと考えます。

今回のチューリップフェアに関する主な数値結果は、次のとおりです。 

◆入場者数   ２８２，０００人（R3 １４８，０００人） ９０．５％増 

（R1 ３２５，０００人） １３．２％減 

外国人入場者数 ９０人（R3   ３３０人） ７２．７％減 

（R1 ８，２００人） ９８．９％減 

◆駐車台数 自家用車  ３５，２６６台（R3  ２３，２７１台） ５１．５％増 

  （R1  ３７，６８０台）  ６．４％減 

 バス   １６７台（R3 ４４台）２７９．５％増 

（R1   ４４５台） ６２．５％減 

◆ＪＲ城端線割引利用者  ４，５１７人（R3 ２，３２８人） ９４．０％増 

（割引券配布枚数） （R1 ５，６８６人） ２０．６％減 

◆砺波市美術館入場者  ４４，５９７人（R3  ３５，４９２人） ２５．７％増 

（R1  ５５，８７０人） ２０．２％減 

◆シャトルバス利用者  ２２，１３４人（R3 ８，４３９人）１６２．３％増 

（R1  ４１，６１９人） ４６．８％減 

イ 展示、装飾

装飾や展示では、彩りガーデンや水上花壇などの人気スポットに加え、今回新たに登場した円

形花壇の中央にある花モニュメントにリング状の装飾を施したところ、大人気フォトスポットと

して多くの来場者で賑わいました。また、今回、新たな試みの一つとして、園内の品種ラベル札

に花紹介のＱＲコードを設置したほか、気に込った品種の球根がその場で購入予約できるよう球

根組合の販売サイトへつながるＱＲコードも併せて設置し、サービス向上及び地場産業の振興を

図りました。 

ウ 体験、イベント

今回、3年振りに体験コーナーを復活させたところ、「スノードーム作り」や「トートバッグ作

り」などが大人気となり、約 1,800 人の利用者にフェアの思い出をお持ち帰りいただきました。

また、スタンプラリーの代替事業として実施した「なぞとき たからさがし」については、大変

人気となり約 6,600人の方々が参加し、イベントを楽しむ親子やカップルで園内が賑わいました。 
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  昨年コロナの影響により中止となった２つの特別イベントについてはリベンジ開催しました。

「はじめしゃちょー」のステージでは午前、午後ともに 1,000人を超える観客がトークショーを

楽しんだほか、午後の部では、はじめしゃちょーがＯＢの砺波東部小学校及び庄西中学校のバス

ケットボールチームがサプライズ登場するなど、バスケットボールのフリースロー対決や会場の

皆さんとのジャンケンゲームなどで大いに盛り上がりました。また、５月５日「大阪桐蔭高等学

校吹奏楽部特別演奏会」では、午前の部の新設チューリップステージ前には 5 ,000 人以上の観

客が、また、整理券制となっている午後の部の文化会館大ホールでも、1,100 人以上の観客が迫

力ある吹奏楽演奏とミュージカルを織り交ぜたスペシャルなステージに魅了されました。

エ 新型コロナウイルス感染症対策

今回の砺波チューリップフェアの開催に当たり、来場者の方には、安心安全なフェアを楽しん

でいただくため、前回実施の日時指定入場の実施や体温測定、会場レイアウトの変更等の基本的

な対策に加え、各入場ゲートでの混雑防止を念頭に次の対策強化を実施しました。結果、昨年と

比較し各門での入場に係る行列及び待機時間を大幅に改善することが出来ました。 

① 着券機械の見直し

よりスムーズに入場できるよう着券コードの読み取りに専用機械を追加設置した。

② 大人数用検温器の導入

メインゲートである北門にはサーマルカメラを設置し、立ち止まることなく体温測定

できるようにした。

③ 各窓口販売チケットの種別変更

日時指定チケットの当日の残り枠分を各門の入場券売り場にて従来の紙チケットで販売し、

着券によるタイムロスの解消を図った。

オ 連携イベント・連携会場

◆出町子供歌舞伎曳山（4/29～30）  ２，５００人 (R3：※中止、R1： 2,700人) 

◆せんだん山水仙そばまつり(4/30～5/1) １，５００人 (R3：1,200、 R1： 2,700人)

◆庄川遊覧船乗客数   ９００人 (R3： 500、 R1： 1,600人) 

◆かいにょ苑   ２３０人 (R3： 250、 R1：  450 人) 

◆となみ散居村ミュージアム   ２，３００人 (R3：2,800、 R1： 2,300人) 

◆庄川美術館   ４１０人 (R3： 500、 R1：  350 人) 

◆庄川水資料館   ２６０人 (R3： 400、 R1：  350 人) 

◆出町子供歌舞伎曳山会館   ３８０人 (R3： 300、 R1： 1,100人) 

◆砺波郷土資料館   １０，０００人 (R3：2,900、 R1：30,000人) 
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（２）花と緑の振興事業

花と緑の振興を図るため、次のとおり事業を実施した。

① 企画展示

花と緑の普及啓発のため、特別企画展として秋季は｢第２１回となみチューリップ球根まつり」、

冬季は｢第３７回春を呼ぶチューリップ展｣を開催した。また、春季は「チューリくん自慢のコ

レクション展」を、チューリップフェアと同時開催した。 

また、小企画展として｢ハンギングバスケット展｣や｢第２８回押花展｣、｢チューリップ四季 

彩館スクール合同作品展｣等を開催した。 

ア 特別企画展実施報告

名 称 
会 期 

（日数） 
内 容 

人 数 

（人） 

春季特別企画展 

「チューリくん自慢の 

コレクション展」 

４／２２(金) 

 ～ 

５／５(木･祝) 

(１４日間) 

砺波市のシンボルキャラクタ

ー「チューリくん」の家の前に

広がる花壇に、花が彩る 星の

数ほど愛と希望（ゆめ）をコン

セプトに「スター」、「ラブ」、「ド

リーム」が付くチューリップを

中心に展示。

チューリップフ

ェアと同時開催 

秋季特別企画展 

「第２１回となみチューリ

ップ球根まつり」 

１０／７(金) 

 ～ 

１０／１０(月・祝)

（４日間） 

球根産地砺波をＰＲするイベ

ントとして、県産球根１００品

種以上を販売。全品通常価格の

２割引きとし、セット商品とし

て皇室献上品種セットや福袋

を用意した。寄せ植え体験は、

３年ぶりに実施した。

１８，０００ 

冬季特別企画展 

第３７回 

春を呼ぶチューリップ展 

「チューリップが奏でる 

色彩のシンフォニー」 

１／２６(木) 

 ～ 

２／１２(日) 

（１８日間） 

促成栽培で咲かせた１万本の

チューリップと早春の花々を

展示し、ひと足早い春の訪れが

感じられる展示を行った。

あわせて、チューリップの切花

販売コーナーを設け砺波産切

花のＰＲを行うとともに、ミニ

ＳＬに乗車しながら展示を観

覧できる内容にした。

４，８２６ 

イ 企画展実施報告

名 称 
会 期 

（日数） 
内 容 

山根悦子 

かがくのとも「チューリップ」

絵本原画展 

４／２２(金) 

～ 

５／５(木・祝) 

（１４日間） 

チューリップを題材とした絵本の原画及び富山

県産チューリップのボタニカルアート作品を展

示した。

（２階セミナールーム） 
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初夏を彩る 

コンテナガーデン展

５／１３(金) 

 ～ 

５／２９(日) 

（１７日間） 

デルフィニウムやキンギョソウ、ラベンダーな

どを使用した花色を楽しむ寄せ植えを展示し

た。 

（ワンダーガーデン）

香りのハーブ展 

６／３(金) 

 ～ 

６／１９(日) 

（１７日間） 

ラベンダーやローズマリー、セージなど様々な

香りを持つハーブを利用法別に展示した。

（屋外展示場） 

夏に楽しむ草花 

サルビアとペチュニア

７／１(金) 

 ～ 

７／２４(日) 

（２４日間） 

夏を代表する草花である「ペチュニア」約１５

品種と「サルビア」の仲間１０品種を展示紹介

した。 

（ワンダーガーデン・屋外展示場）

第２８回押花展 

７／２９(金) 
 ～ 
８／２１(日) 
（２４日間） 

ふしぎな花倶楽部本部講師の東昌子氏の押花作

品を１２点展示し、植物の造形美をアールヌー

ヴォーの優雅な曲線美で表現した。 

（２階セミナールーム） 

秋を彩る 

コンテナガーデン展

９／９(金) 
 ～ 
９／２５(日) 
（１７日間） 

センニチコウやセロシア（ケイトウ）、エキナセ

ア等の草花とカラーリーフでつくる寄せ植え約

２０点を展示した。

（ワンダーガーデン）

秋を彩る 

ハンギングバスケット展

１０／７(金) 

 ～ 

１０／１６(日) 

（１０日間） 

日本ハンギングバスケット協会富山支部の協力

によりハンギングバスケット１２点を展示し

た。 

（風車前広場） 

いろいろな多肉植物 

１１／１１(金) 

 ～ 

１１／２７(日) 

（１７日間） 

様々な約６０品種の多肉植物を、科や属、生育

型別といったタイプ別に展示紹介した。 

（ワンダーガーデン）

四季彩館スクール 

合同作品展 

１１／２５(金) 

 ～ 

１２／４(日) 

（１０日間） 

花の和紙ちぎり絵、三助焼陶芸、水引あそびの

お花たちコースの受講生の作品を展示した。 

（２階セミナールーム） 

球根植物のいろいろ 

２／３(金) 

 ～ 

２／１２(日) 

（１０日間） 

原種のチューリップやヒヤシンス、ムスカリの

水耕栽培を中心に早春に咲く球根植物の室内の

楽しみ方を紹介した。 

（ワンダーガーデン）

クリスマスローズ展

３／３(金) 

 ～ 
３／１２(日) 

（１０日間） 

原種や原種間交配種を中心に、色や咲き方、花

形、模様の異なるクリスマスローズ約３０点の

展示した。 

（ワンダーガーデン）
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② 花と緑に関する教室、講演会の開催

花と緑に親しみ、楽しむため花と緑に関する教室及び講演会を開催した。

ア 教室実施報告

１）園芸教室

名 称 日数 内 容 
人数 

（人） 

花と緑のコース 

[全９回] 
９ 

草花の土作りや防除について、園芸の基礎を

学ぶ教室を開催した。 
１１ 

ハンギングバスケットコース

[午前・午後 全５回] 
５ 

季節のハンギングバスケットを作製する教室

を開催した。 
３９ 

２)フラワーアート講座

名 称 日数 内 容 
人数 

（人） 

花の和紙ちぎり絵 

初級コース 

[全５回] 

５ 
バラやリンドウなどの花をデザインしたちぎ

り絵を作製する教室を開催した。 
９ 

花の和紙ちぎり絵 

中級コース 

[全５回] 

５ 
花や植物、自然をテーマにしたちぎり絵の大

作を作製する教室を開催した。 
４ 

三助焼陶芸コース 

[全５回] 
５ 三助焼で花器を作製する講座を開催した。 １５ 

水引あそびのお花たちコース 

[全７回] 
７ 

日本の伝統工芸である「水引」を用いて花を

作製した。 
５ 

３)特別講座

名 称 日数 内 容 
人数 

（人） 

楽しいキク作りコース 

[全８回] 
８ 

キク苗の定植、剪定、夏に向けての管理など

季節ごとの手入れについて学ぶ講座を開催し

た。

３１ 

イ 講演会の開催

花と緑の推進と普及を図るため「花と緑のフォーラム」を開催した。

日  時 ３月１１日(土) 午後１時００分～ 

場  所 四季彩館チューリップホール１ 

 花と緑の銀行砺波支店長表彰、記念樹贈呈、砺波市緑花推進市民会議、事例発表 

参加者数 １５０人
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③ 情報の発信

広報となみを活用して、チューリップ四季彩館の特別展や常設展、園芸講座等に関する情報

を発信した。 

④ 緑花に関する事業の推進

市内公共施設や各地区の緑花推進協議会、協定地域へ花苗の配布、地域の花づくり推進補助

を行い、地域緑花を推進した。 

私たちの夢花壇（市民参画花壇）の推進及び砺波市花と緑のコンクールを行い、緑花意識の

高揚に努めた。コンクール応募総数７０件、１０月の球根まつり会場内で表彰式を実施。 

砺波花とみどりの少年団や砺波嵐山桜保存会の活動を支援した。 

市内の保育所、認定こども園、幼稚園の年長児クラス（計 18 施設）へ、チューリップに親

しみを持ち、花と緑を愛する心をより育んでいただけるよう、水栽培セットを１１月に購入し

配付した。 

砺波駅周辺や砺波インターチェンジ付近、庄川ふれあい花街道などにおいて、市街地活性化

も含めて緑花推進を図るため、花の植込みや樹木の維持管理を行った。 

花と緑に包まれた美しいまちづくりの推進を図るため、結婚、誕生、新築の節目の方々へ、

記念樹を配布した。 

花いっぱいパートナー事業（申込みのあった市内事業所に樽プランター、土、チューリップ

球根を無償で提供する）を実施した。１１事業所：２５個配付。 

⑤ 体験企画

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため開催見送り。

花と緑の銀行機関紙等に市内の緑花活動に関する内容を掲載するなど、花と緑のまち砺波市

をＰＲした。 

緑の相談員と連携し、保存樹の保全・継続・廃止に関して、事務事業を推進した。 
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（３）チューリップ四季彩館の管理運営事業

① 施設の管理

指定管理者として、チューリップ四季彩館の施設管理を適正に行った。年間を通じて展示

スペース及びホールの施設管理を行い、照明設備や空調設備、消防設備点検を実施するととも

に、消雪装置や照明灯修繕など施設維持管理を行った。

施設利用状況 

区  分 
展   示   室 

※うち台湾利用者数
特別企画展示 ホール利用

利 用 者 数 
３４，６８５人 
※ １６２人

２２，８１６人 ７，９３０人 

※利用日数と各施設面積の積数による。

② 常設展示の企画、運営

年間テーマを「季節を彩る花々」とし、チューリップパレスのチューリップ展示とともに、

季節の花々の展示を行った。 

常設展示実施報告 

テ ー マ 期 間 

季節を彩る花々 ～春～ ３／２５（金）～ ５／１０（火） 

季節を彩る花々 ～初夏～ ５／１３（金）～ ６／１４（火） 

季節を彩る花々 ～夏～ ６／１７（金）～ ７／５（火） 

季節を彩る花々 ～盛夏～ ７／８（金）～ ９／６（火） 

季節を彩る花々 ～秋～ ９／９（金）～ １１／８（火） 

季節を彩る花々 ～クリスマス～ １１／１１（金）～ １２／２６（月） 

季節を彩る花々 ～新春～ １／４（水）～ １／２３（月） 

季節を彩る花々 ～早春～ １／２６（木）～ ３／２１（火祝） 

③ 展示植物の育成

当財団で栽培した植物を館内装飾として活用し、花展示の充実を図った。

項 目 公益目的事業 収益目的事業 備 考 

令和４年度 0.852 0.148 

令和３年度 0.853 0.147 
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④ 展示花壇及び植栽の管理等

四季彩館周辺樹木や彩りガーデン（県内で生産されている３００品種花壇）などの管理を行

った。また、屋外展示場では、香りのハーブ展など小企画展を実施した。 

⑤ チューリップ四季彩館への誘客及び広告宣伝事業の実施

ホームページに、チューリップフェアとのリンクを設けて情報発信するとともに、フェアの

動画（YouTube）、写真などの多様な機能を充実させた。また、英語、中国語（繁体字）のペ

ージにより、国外のお客様への情報発信及び誘客に努めた。 

四季彩館及びチューリップフェアへの誘客のために、動画ＤＶＤや写真ＣＤを活用し関係機

関に配布しＰＲに努めた。 

部門名 期日 内 容 備考 

広報となみ １１回/年 
※４月無し

展示、イベント、ショップ等の新商品のＰＲ 

講座受講者の募集など 

メディア広報
（新聞、テレビ、ラジオ等） 

随時 
イベントの新聞広告（折込チラシ含む）

イベント情報を提供し取材を受けるなど

ホームページ、

インターネット広報
随時 

ホームページやリップちゃんのブログ、

facebook、Instagram にて、企画展、常設展、

イベント、ショップ等新商品のＰＲ情報発信

年間パスポート会員

募集 
随時 

随時会員募集。イベント案内の送付 
※四季彩館及びチューリップフェアの入場が無料

四季彩館の展示内容やフェア期間中におけるチューリップの開花情報等をブログ、facebook、

Instagramを通じて公開するとともに、積極的に情報発信の充実と誘客を図った。 

２月に台湾で開催された士林官邸公園チューリップ展の開会式及び文雅小学校への表敬 

訪問に参加するとともに、台湾旅行会との情報交換を実施。 

３月にインバウンド回復後を見据え、富山県国際観光課主催の台湾旅行会社の担当者を対象

とした「立山黒部・富山・長野・岐阜広域旅行商談会・台湾会場に参加し、四季彩館とフェア

ＰＲを実施。 

⑥ 四季彩館の利用促進の実施

四季彩館の利用促進のため、結婚写真撮影や市内企業商品のＰＲ映像収録の協力など、新

たな利用方法の発信を行った。 

カフェかくれ庵（喫茶店）や（一社）砺波市観光協会売店部門の魅力アップに協力し、四季

彩館利用者の満足度の向上に努めた。 

また、チューリップホールを積極的にＰＲし、利用促進を図った。 

（４）チューリップ公園等の管理運営

① 公園施設及び植栽の管理

指定管理者として、チューリップ公園（約 69,700㎡）、フラワーロード（約 2,900㎡）、

フラワーフロンティアエリア（約 2,800㎡）及びその周辺の施設や植栽の管理を適正に行った。

春のチューリップのほかに、夏花壇として、コキアを中心に植栽し「星とまぁ～るいコキア花

壇」と名付け、秋まで鑑賞できるように花壇管理に努めた。抜き取ったコキアは、ホウキ作り

等に再利用してもらうため、希望者に配布した。

チューリップへの関心と理解を深めるとともに、市民参加型のチューリップフェアを推進す

るため、小学生によるチューリップ球根植え込み、掘り取り事業を実施した。 

チューリップ公園の通年利用と活性化を目的として、五連水車や遊具等施設の点検を実施す
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るとともに、園路灯の取替及び案内看板書替え修繕など維持管理を行った。 

また、KIRAKIRAミッションやマルシェなどのイベント開催に協力し、連携に努めた。 

そのほか、毎月第２・第４木曜日を「公園清掃美化の日」と定め、財団職員による清掃活動

を行った。 

（５）富山県花総合センターの管理運営

① 施設の管理

指定管理者として、富山県花総合センターの施設管理を適正に行った。温室や本館施設の設

備点検及び消防設備点検を行うとともに、園内花壇や温室の管理を行った。 

② 花まつり、講座等の実施

ア 花まつり等実施報告

名 称 
会 期 

（日数） 
内 容 

人 数 

（人） 

チューリップフェア 

特別展示 

「みんな集まれ！」 

４／２０(水) 

 ～ 

５／５(木･祝) 

 （１６日間） 

「みんな集まれ！」をテーマに、花々

(生花、アーティシャルフラワー、多

肉植物等)で動物達を見立て、楽しく

賑やかな展示を演出した。また、国内

有数の品種数を誇るスイセンほ場で

は、２２５品種のスイセンが多くの来

場者を楽しませた。 

１５，０００ 

初夏を彩る花まつり 

２０２２ 

「つる性植物」 

６／１７(金) 

 ～ 

６／１９(日) 

（３日間） 

「つる性植物」をテーマに、初夏から

見頃を迎えるクレマチスやジャスミ

ンなどで涼し気な雰囲気を演出した

ほか、季節の草花で展示ホールを彩っ

た。

４，５００ 

秋を彩る花まつり 

２０２２ 

「実を楽しむ」 

１０／１４(金) 

～ 

１０／１６(日) 

（３日間） 

「実を楽しむ」をテーマに、秋の深ま

りと共に多彩な色や形を楽しめるト

ウガラシや、ソラナムなどの実物植物

と、季節の訪れを感じるダリヤなど季

節の草花で展示ホールを彩った。ま

た、研修室では「いろいろな木の実」

と題して、大きさも様々で色や形に特

色ある木の実、約１００種を展示し

た。

２，１３８ 

早春を彩る花まつり 

２０２３ 

「県産花卉の魅力」 

２／１０(金) 

 ～ 

２／１２(日) 

（３日間） 

「県産花卉の魅力」をテーマに、県内

の鉢花生産者が育成した、チューリッ

プやプリムラ、ストックなど、春の香

りが漂う草花で展示ホールを彩った。

また、研修室では国内最多の保有品種

から促成栽培で開花させた、約２００

品種のスイセンを展示した。 

２，２００ 

21



イ 季節展示報告

名 称 
会 期 

（日数） 
内 容 

「キク科の植物」 

３／１０(木) 
 ～ 
４／１０(日) 

(３２日間) 

卒業式シーズンに合わせて富山県内でも

多く栽培されているサイネリアを中心に

早春に花を咲かせる樹木や洋ランなど季

節の花々を展示した。 

「カランコエ」 

５／２０(金) 
 ～ 
６／１３(月) 

(２５日間) 

葉の形状や色彩の変化が個性的で、葉先に

小さな子株を付ける種類や、花が美しい種

類約５０品種を展示した。 

「観葉植物で楽しむ苔玉」 

６／２４(金) 
 ～ 
７／１８(月・祝) 

 (２５日間) 

和風な雰囲気にもモダンなインテリアに

も合う苔玉を、手軽に手に入る観葉植物で

演出した。 

「葉っぱを楽しむ」 

７／２７(水) 
 ～ 
８／２９(月) 

(３４日間) 

色や形も様々な、葉の清涼感で暑い夏に涼

しさを演出すると共に、楽しみ方を提案し

た。 

「アガベとアロエの仲間」 

９／９(金) 
 ～ 
１０／７(金) 

(２９日間) 

中南米原産で姿形の面白さで人気の多肉

植物「アガベ」と、南アフリカ原産でユニ

ークな見た目で注目のアロエの仲間を展

示した。 

「紅葉を楽しむ多肉植物 

(エケベリアなど)」

１１／３(木・祝） 
～ 

１１／１４(月) 
(１２日間) 

中南米原産で色鮮やかな葉が重なってロ

ゼットを形成する「エケベリア」の中でも、

晩秋から春にかけて葉がきれいな紅葉色

に染まる品種を中心に展示した。 

「クリスマス(シクラメン)」

１１／１８(金) 
～ 

１２／２５(日) 
(３８日間) 

県内の鉢花生産者が育てた最新品種を含

むシクラメンと、高さ５m のクリスマスツ

リーを展示し、オーナメントや飾り、電飾

等で華やかに彩った。

「お正月(ハボタン)」 

１／４(水) 

 ～ 

１／２２(日) 

（１９日間） 

「お正月」をテーマに、７品種７００鉢の

ハボタンで今年の干支である「卯」を可愛

らしく象った。また、会場内ではセンリョ

ウやマンリョウ、苔玉などの縁起植物のほ

か、切花を使ったお正月アレンジでお正月

を演出した。

「節分(ハボタン)」 

１／２７(金) 

 ～ 

２／５(日) 

（１０日間） 

「節分」をテーマに、７品種８００鉢のハ

ボタンで、「赤鬼」、「青鬼」、「金棒」を演

出した。 

「キク科の植物」 

３／８(水) 

 ～ 

４／１６(月) 

（４０日間） 

卒業式シーズンに合わせて県内でも多く

栽培され、栽培農家独自の品種も生まれて

いるサイネリアを主に、ユリオプスデージ

ーやオステオスペルマムなどの鉢物を展

示した。 
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③ コンテスト・講座等事業

ア コンテスト

名 称 
会 期 

(日数) 
内 容 

人 数 

(人) 

第１３回 
コンテナガーデン 

コンテスト 

５／２９(日) 
 ～ 
６／１９(日) 
(２２日間) 

[植込日 
：５／２９] 

[審査日 
：６／１３] 

[表彰式 
：６／１９] 

県民の緑花意識の向上と花の普及を目

的として、コンテナガーデンの腕前(デ

ザイン・管理など)を競うコンテストを

実施した。５０人の参加者が県内の生産

者が育てた花苗２８種類１,０００鉢の

中から８鉢を選び、指定のコンテナに植

え込み、約２週間後の審査を経て「初夏

を彩る花まつり２０２２」最終日まで管

理を行った。 

５０ 

イ 県民緑花カレッジ講座

名 称 月日 内 容 
延べ人数 

（人） 

花の水彩画 

４／７(木) 

４／１４(木) 

５／１２(木) 

５／１９(木) 

エレガガーデンの屋内外の花を描

く。

［全４回］ 

６０ 

洋ランを育ててみよう 

初級コース 

５／１４(土) 

７／９(土) 

９／１７(土) 

１０／２９(土) 

洋ラン(リカステ)の年間栽培管理を

学ぶ。 

［全４回］ 

８０ 

洋ランを育ててみよう 

中級コース 

５／２８(土) 

１０／２２(土) 

カトレヤやバルボフィラムなどの栽

培管理について学ぶ。

［全２回］ 

３０ 

初めてのバラづくり 

６／４(土) 

９／１０(土) 

１１／５(土) 

３／１８(土) 

四季咲き大輪バラの栽培管理につい

て学ぶ。 

［全４回］ 

６０ 
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寄せ植えづくりを楽しむ 

７／１６(土) 

１１／２３(水・祝) 

１２／１７(土) 

季節の植物で寄せ植えを作る。 

［全３回］ 

７２ 

フラワーアレンジ 

基礎コース 

７／２３(土) 

１０／１(土) 

１２／２４(土) 

２／２３(木･祝) 

季節に合わせたフラワーアレンジメ

ント(基礎)を学ぶ。

［全４回］ 

８０ 

フラワーアレンジ 

応用コース 

７／２３(土) 

１０／１(土) 

１２／２４(土) 

２／２３(木･祝) 

季節に合わせたフラワーアレンジメ

ント(応用)を学ぶ。

［全４回］ 

７２ 

植物画ボタニカル･イラ

ストレーション 

２／２６(日) 

３／１２(日) 

３／１９(日) 

３／２６(日) 

屋内外の植物画について学ぶ。 

［全４回］ 

７２ 

ウ 県民緑花オープン講座実施

名 称 月日 内 容 
人数 

（人） 

県民緑化オープン講座 

(第１回～１４回開催) 

５／７(土) 

６／１１(土) 

７／２(土) 

８／２１(日) 

９／２４(土) 

１０／３０(日) 

１１／３(木・祝) 

１１／１２(土) 

１１／１９(土) 

１１／２３(水・祝) 

１２／１７(土) 

１２／２５(日) 

１２／２６(月) 

２／２５(土) 

プリザーブドフラワーアレンジメン

ト「母の日」、多肉植物の寄せ植えづ

くり、花と緑の病害虫対策、カブと

大根の種まき、生産者から学ぶ秋の

寄せ植えづくり、スイセンと秋植え

球根の寄せ植えづくり、生産者から

学ぶガーデンシクラメンの育て方、

雪吊りの基礎、プリザーブドフラワ

ーの壁掛け「クリスマス」、促成チュ

ーリップの寄せ植えづくり、お正月

の寄せ植えづくり、フラワーアレン

ジメント「お正月」、生産者から学ぶ

早春の寄せ植えづくりについての講

座を行った。 

［全１４回］ 

２８３ 
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④ スイセンほ場の管理

現在の保存品種２２５品種について、形質を良好な状態で維持・管理した。４月上旬からの

開花期には見ごろ看板を設置し、来園者を開花中のほ場へ誘導してスイセンの魅力をＰＲした。 

⑤ 立体花壇及びモデル花壇、バラ花壇等管理

立体花壇（正面入り口：ウォール）の図柄について、４～６月はビオラを使い、チューリく

んとリップちゃんが遊ぶ姿、７月～１１月はハートを描いた。 

モデル花壇では、とやま鉢花生産者組合で生産された花苗を植栽し良好に管理した。

バラ花壇では５０品種のバラを維持管理して、５月下旬～６月上旬、１０月中旬～１１月上

旬の開花時期には新聞等に取り上げられ多数の来園者があった。 

⑥ 展示温室の管理

年間を通じ亜熱帯性植物や洋ラン類を良好な状態で維持管理して展示した。

⑦ 富山県花総合センター利用者増への取組

花まつり等イベントや季節展示、花の見頃情報、講座の募集についてのＰＲをチューリップ

四季彩館と一体的に行ったほか、広報となみやリップちゃんのブログ、ホームページを活用し

相互の連携を図るとともに、ポスターやチラシを配布した。また、イベント開催を案内する看

板やのぼり旗を設置しＰＲを行った。 

花まつりの開催中に実施した寄せ植え体験コーナーやとやま鉢花生産者組合青年部による

花苗の販売が来園者に好評であった。 

花まつり以外の期間も季節感のある展示テーマを設け、季節展示を展示ホールにて行った。 

⑧ 施設設備の維持管理

栽培温室ボイラー温水循環ポンプ修繕、展示温室１F 内張カーテン設置用金具取付修繕、本

館南側排水溝修繕などの修繕を実施した。 
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３ 公益目的事業３ 

（１）となみ散居村ミュージアムの管理・運営

① 施設・設備の管理・運営

指定管理者として、ミュージアムの施設管理を適正に実施した。敷地内の美化については、

除草、防除、剪定など適時実施し、施設の不具合等については、速やかに修繕を実施した。 

散居村の保全活動等については、散居村に関する写真・パネル等の常設展示のほか、小学校

のふるさと学習等を受け入れるなど、散居村に対する理解を深める一方、散居景観保全枝打ち

研修会を開催し、散居景観保全活動や剪定技術を学習した。 

また、博物館類似施設としてレファレンス業務に対応した。  

空き家利活用事業及び砺波散村地域研究所事業の受託業務を実施した。 

となみ野田園空間博物館推進協議会事務局及び全国散居村連絡協議会業務を担った。 

施設利用状況 

区   分 
利 用 者 数 利 用 対 比 

Ｒ４／Ｒ３ 令和４年度 令和３年度 

情報館・交流館・伝統館 １９,８６０人 １９,２３５人 １０３.２％ 

民具館 ３,２８７人 ３,４０５人 ９６.５％ 

合 計 ２３,１４７人 ２２,６４０人 １０２.２％ 

② 展示・施設利用

ア 企画展示等

名 称 
期 間 

（日数） 
内 容 

人 数 

（人） 

情 報 館 

４／１(金) 

～ 

３／３１(金) 

エントランスで散居村に関する写真展な

どを随時開催
１９，８６０ 

【特別展】 

４/１４（木）～５/３１（火） 

石村眞一日本の屋敷林写真展 

  ～美しい樹木景観を求めて～ 

（４，２９７） 

民 具 館 

４／１(金) 

～ 

７／３(日) 

第５１回企画展 

佐竹 清 版画展 

～散居と立山のある風景～ 

８７２ 

７／９(土) 

～ 

１１／６(日) 

第５２回企画展 

関口 彩 絵画展 

青をつむ日々 

９１０ 

１１／１２(土) 

 ～ 

３／５(日) 

第５３回企画展 

江向 尚美 造形展 

静寂 大自然の恵みに感謝して・・・ 

１，２９５ 

３／１１(土) 

 ～ 

３／３１(金) 

第５４回企画展（会期 Ｒ５.７.２まで） 

松本 昌子 創作人形展 

  時間も空間も超えて・・・ 

１４４ 
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イ 常設展示

③ となみ野田園空間博物館推進協議会の業務受託

担当者会議、幹事会、総会の開催

ア 散居村学習講座

となみ野散居村 

フォトコンテスト

・ビエンナーレ

[募集期間] 

１／５(木)～ 

２／１７(金) 

[審査] 

３／６（月) 

第２１回となみ野散居村フォトコンテス

ト・ビエンナーレ作品募集

フォトコンテスト実行委員による審査

応募点数２４１点 入賞４２点の選出

令和５年 

４月展示開始 

展 示 場 名 内 容 等 

情 報 館 エントランス、ワクノウチにて散居村関連パネル等の展示

民 具 館 生活・生産用具（国重文）の展示 

名 称 期 日 内 容 等 人数（人） 

プレ 

学習講座 
４／２９(金･祝） 

日本の屋敷林 ―美しい樹木景観を求めて― 

講師 九州大学名誉教授 石村 眞一 氏 
３３ 

見学会 

学習講座 
５／２１（土） 

古民家・歴史文化探訪見学会 

「高岡市の伝統民家と伝建保存地区を訪ねる」 

随行講師 早稲田大学理工総研研究員 

森本 英裕 氏 

４４ 

第１回 

学習講座 

（開講式） 

６／２５（土） 
人口動態から見る砺波のこれまでとこれから 

講師 富山大学人文学部教授 大西 宏治 氏 
５０ 

第２回 

学習講座 
７／１６（土） 

砺波の風土建築を語る  

―明治期におけるアズマダチ民家の建設過程を映像化― 

講師 京都大学大学院教授  小林 広英 氏 

京都大学大学院助教  杉中 瑞季 氏 

早稲田大学理工総研研究員   森本 英裕 氏 

５７ 

第３回 

学習講座 
８／６（土） 

歴史は景観から読み解ける 

講師 京都府立大学准教授  上杉 和央 氏 
５９ 

第４回 

学習講座 
８／２７（土） 

庄川流域の地形を読む 

講師 富山大学都市デザイン学部准教授  安江 健一 氏 
６０ 

第５回 

学習講座 
９／１０（土） 

考古学からみた散居村地域のあゆみ 

講師 富山県埋蔵文化財センター所長  河西 健二 氏 
４８ 
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イ 学習資料の作成

「砺波地方の昔の農事と祭り・行事パンフレット」の増刷

「散居村紹介チラシ・パネル－庄川の「松川除」－」の刷新 

「散居村の伝統民家 間取りの文化と拡張 」チラシ など 

ウ 第１６回小中学生写真コンテストおよび写真展の実施  応募総数８２５点 

エ「あずまだち高瀬」「いのくち椿館」との連携事業を実施

つばき展、いのくち椿まつりの開催 

④ 空き家利活用事業の業務受託

市民生活課砺波暮らし推進班と連携し、空き家情報を収集した。

空き家利活用希望者及び移住検討者に対し、空き家情報の提供、内覧業務を行った。

ア 定住体験施設「佐々木邸」の管理及び利用者の受け入れ

利 用 期 間 利 用 組 数 利 用 人 数 

４６日間 １１組 ６３人 

第６回 

学習講座 
１０／８（土） 

チューリップ生産の歴史と今

講師 富山県花卉球根農業協同組合

代表理事組合長 石田 智久 氏 

  参事 藤岡 昭宏 氏 

２７ 

第７回 

学習講座 
１０／２９（土） 

となみ散居村にみる居住のための空間的システム 

講師 新潟大学工学部准教授 黒野 弘靖 氏 
３３ 

第８回 

学習講座 
１１／２６（土） 

交通まちづくり公開講座 

移動を支えることは魅力ある呉西地区のまちづくりの第一歩 

講師 （一社）グローカル交流推進機構理事長  土井 勉  氏 

ワークショップ

３６ 

番外編 

学習講座 
１２／１７（土） 

見学会「薬業・食文化・埋文を現地で学ぶ」 

見学先 薬種商の館 金岡邸 

富山県埋蔵文化財センター ほか 

２７ 

第９回 

学習講座 
２／２５（土） 

農業・農村シンポジウム「農が育んだ散居村」 

基調報告 

「農業・農村解体の３５年と砺波農村」 

高岡法科大学教授   石川 啓雅 氏 

シンポジウム

「農業経営体の皆さんと語ります」

コーディネーター 石川 啓雅 氏 

パネリスト   浄土 正樹 氏 

小西 十四一氏 

南  賢二 氏 

  西野 真夫 氏 

３４ 
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イ 第２のふるさと発見事業として、都市部の大学ゼミ活動の受け入れ

期 日 大 学 ゼ ミ 名 
人 数 

（人） 

９／２１（水）～２３（金･祝） 同志社女子大学 中井教授ゼミ   ５ 

１２／１０（土）～１１（日） 福岡女学院大学 二階堂教授ゼミ   ５ 

２／２５（土）～２６（日） 同志社女子大学 日本語日本文学会 １５ 

⑤ 砺波散村地域研究所事業の業務受託

研究機関等と連携した散村に関する総合的な調査研究の実施

となみ野の景観資源の活用に向けた研究の実施

例会の開催、小学３年生を対象としたふるさと学習の協力

研究紀要第３９号の刊行

高校等又は生涯学習団体の研究学習活動に対する支援

名称 期 日 内 容 等 
人 数 

（人） 

運営協議会 ６／２４（金） 
令和３年度活動報告並びに令和４年度事業計画

について 
１４ 

第８０回記念 

砺波散村地域 

研究所例会 

６／１１（土） 

第１部『砺波平野庄川流域の散村と伝統知・地域 

知』を刊行 

１「発刊にあたって」 

吉田 丈人 氏（総合地球環境学研究所・

 東京大学准教授） 

２「大正～昭和期の日記にみる散村の暮らし」 

深町加津枝 氏（京都大学大学院准教授） 

３「屋敷・屋敷林の温熱環境」 

小椋 大輔 氏（京都大学大学院教授）   

伊庭千恵美 氏（京都大学大学院准教授） 

４「砺波平野の散村と伝統知・地域知」

小林 広英 氏（京都大学大学院教授） 

第２部 事例報告 

５「大正期の日記にみる砺波市五郎丸の農業」 

王 聞 氏  （京都大学大学院） 

６「砺波市五郎丸における地域アイデンティティ」    

中村 友彦 氏（（株）竹中工務店） 

小林 広英 氏（京都大学大学院教授） 

７ 講評 

金田 章裕 氏（京都大学名誉教授・ 

砺波散村地域研究所長） 

６６ 

29



第１回 

所員会議 
６／２５（土） 

研究紀要第３９号の刊行報告 

令和４年度年間事業計画の調整 

所員調査研究案件の調整 

９ 

高校生対象 

散村地域学習

講座 

８／１（月） 

 ～ 

８／３（水） 

砺波高校生が、介護班・フードロス班・地域おこ

し班に分かれ、市内関係施設・活動を訪れ、地域

理解を深め、提言活動につなげる 

２０ 

小学生対象 

散村地域学習

講座 

８／７（日） 

「４年生親子で散村めぐり」 

散居村展望台、伝統的家屋を見学し、模造紙に学

習内容をまとめる 

１０ 

第２回 

所員会議 
９／１７（土） 

上半期事業報告 下半期事業計画の調整 

所員調査研究案件の調整 

次年度事業計画の調整 

９ 

第８１回 

砺波散村地域 

研究所例会 

１１／１２（土） 

発表 

砺波散村の農業動向調査から 

１「砺波平野における農業経営の現状」 

西野 真夫 氏（散村地域研究所所員） 

２「太田地区にみる農事組合法人の事例」 

安念 幹倫 氏（散村地域研究所所員） 

３「組織経営体における大規模法人 S 農産の事例」 

今枝 正也 氏（散村地域研究所研究員）   

４「農事組合法人における生産物多角化の事例」    

安カ川恵子 氏（散村地域研究所所員） 

講演 

「分散型都市」としての砺波散村の現在と将来 

  ―モビリティが増大する世界において― 

山本  充 氏（専修大学教授） 

４０ 

ふるさと学習

講座 

（小学３年生） 

１／２０（金） 

 ～ 

２／９（木） 

散居村ミュージアム民具館受入れ  ９校 

１月２０日（金）砺波東部小学校 ８７人 

１月２３日（月）庄南小学校    ３８人 

１月２３日（月）城端小学校 ４９人 

１月２４日（火）砺波南部小学校  ３５人 

１月３１日（火）庄川小学校    ３１人 

２月２日（木） 福光中部小学校  ５７人 

２月３日（金） 福光東部小学校  ３８人 

２月６日（月） 井波小学校 ４８人 

２月９日（木） 福野小学校   １１５人 

砺波民具展示室（庄東小学校内）受入れ ４校 

１月２４日（火）砺波南部小学校  ３５人 

１月２６日（木）砺波北部小学校  ８０人 

１月２７日（金）出町小学校    ７６人 

２月８日（水） 鷹栖小学校    ２７人 

４９８ 
(７１６) 
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４ 収益目的事業１（施設貸与事業）

施設貸与事業は、市民の文化・教養活動や福祉の増進のほか興行・商業宣伝等のために、砺

波市民並びにその他の者に各施設を貸与し、利用者の利便を図った。 

（１）砺波市文化会館施設貸与事業

① 公益目的以外で大ホール、練習室等の施設の貸与を行った。

１公益目的事業１（２）砺波市文化会館施設管理運営事業  ① 施設利用状況のとおり

（２）砺波市砺波農村環境改善センター施設貸与事業

① 施設利用状況

（３）庄川水資料館施設貸与事業

① 公益目的以外で映像ホールの貸与を行った。

区  分 
利 用 者 数 

令和４年度（人） 令和３年度（人） 備 考 

映像ホール 41 0 

（４）庄川生涯学習センター施設貸与事業

① 公益目的以外で多目的ホール、研修室等の施設の貸与を行った。

１公益目的事業１（９）庄川生涯学習センター施設貸与事業  ① 施設利用状況のとおり

（５）チューリップ四季彩館施設貸与事業

① 公益目的以外でホールの施設の貸与を行った。

１公益目的事業２（３）チューリップ四季彩館の管理運営事業  ① 施設の管理、施設利用

状況のとおり 

（６）富山県花総合センター施設貸与事業

① 公益目的以外で研修室等の施設の貸与を行った。

施
設
名

区  分 

利  用  日  数 利 用 者 数 

４年度 ３年度 
利用対比 
R4/R3 ４年度 ３年度 

利用対比 
R4/R3 

改
善
セ
ン
タ
ー

多 目 的 
ホ ー ル

利用日数 
日 

217 

日 

164 

％ 

132.3 人 

34,197 

人 

18,139 

％ 

188.5 
利 用 率 67% 54% ― 

そ の 他 
（５部屋） 

利用日数 759 634 119.7 

10,578 8,213 128.8 

利 用 率 45% 42% ― 

合 計 

利用日数 976 798 122.3 

44,775 26,352 169.9 

利 用 率 49% 44% ― 
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（７）となみ散居村ミュージアム施設貸与事業

① 公益目的以外で交流館等の施設の貸与を行った。

区  分 
利 用 者 数 

令和４年度（人） 令和３年度（人） 備 考 

研修室ほか ６，８０３ ６，１９５ 

５ 収益目的事業２（付帯事業） 

付帯事業は、市民の教養や福祉の増進のほか美術資料の収集のためにサービスを提供し、もっ

て利用者の利便を図った。 

（１）砺波市文化会館付帯事業

① 砺波市文化会館ホールメイト事業は、会員登録を行うことにより、砺波市文化会館事業のチ

ケットを、通常より２週間早く先行購入できることに加え、５パーセント引きの特典があるサ

ービスを行った。

また、他施設の公演チケットの受託販売及び施設利用者へのコピーサービス等を行った。 

（２）砺波市美術館図録販売等事業

① 美術展図録、ミュージアムショップでのポスタ－等の販売及び他施設の美術展入場券の委託

販売を行った。

（３）庄川美術館図録販売事業

① 美術展図録及び他施設の美術展入場券の委託販売を行った。

（４）水資料館付帯事業

① ポストカード等の販売を行った。

（５）庄川生涯学習センター付帯事業

① 公衆電話の設置及び他施設の公演チケットの受託販売並びに施設利用者へのコピーサービ

ス等を行った。

（６）チューリップ四季彩館付帯事業

① 花苗及び緑花に関する製品・記念品等の販売を行った。

（７）富山県花総合センター付帯事業

① 花苗や花鉢の販売を行った。

（８）となみ散居村ミュージアム付帯事業

① 書籍等の販売を行った。
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